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(57)【要約】
　本発明は、繊維懸濁液用のスクリーン、特に粗粒子を
除去するスクリーンに関する。スクリーンは、ケーシン
グと、ケーシングに連結され、繊維懸濁液を装置に供給
し、リジェクト及びアクセプトを排出する導管と、ハウ
ジングの内側に配置され、鉛直方向軸線の周りで回転す
るドラムとを備え、ドラムのスクリーニング表面には、
アクセプト部分が流れる開口が設けられている。供給導
管及び出口導管は、繊維懸濁液がケーシングとスクリー
ン・ドラムとの間にある空間に供給され、アクセプトが
スクリーン・ドラムの内部から排出されるように配置さ
れている。スクリーニング表面にある開口はスロットで
あり、スロットのドラムの回転方向に対する長手方向の
向きは－４０度～＋４０度であり、長さ対幅の比は１．
０５～１０である。スロットは、スロット列を形成し、
スクリーニング表面の外面は、スロット列間に隆起が設
けられるように形成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維懸濁液をスクリーニングする装置、とりわけノット等の粗粒子を除去する装置であ
って、該装置が、
　ケーシング（１）と、
　繊維懸濁液用の供給導管（２）並びにリジェクト用及びアクセプト用の出口導管（４、
３）と、
　前記ケーシング内で鉛直方向のシャフト（７）の周りで回転できるように配置され、ア
クセプト部分が流れる開口（２１）が設けられたスクリーニング表面（２０）を有するス
クリーン・ドラム（５）と
を備え、前記供給導管及び出口導管は、前記繊維懸濁液が前記ケーシングと前記スクリー
ン・ドラムとの間にある空間（８）に供給され、前記アクセプト部分が前記スクリーン・
ドラムの内側から排出されるように配置された前記装置において、
　前記スクリーニング表面にある前記開口は、前記ドラムの回転方向に対する長手方向の
向きが－４０～＋４０度であり、長さ対幅の比が１．０５～１０であるスロット（２１）
であり、該スロットが、スロット列（１１）を形成すること、及び前記スクリーニング表
面の外面が、前記スロット列間に隆起（２２）が配置されるように形成されることを特徴
とする、繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項２】
　前記スロットの前記長手方向の向き（２３）が、前記ドラムの回転方向に対して－３０
～＋３０度、好ましくは－１５～＋１５度であることを特徴とする、請求項１に記載され
た繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項３】
　前記スロット（２１）の前記長手方向の向きが、前記ドラムの回転方向に平行であるこ
とを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装
置。
【請求項４】
　前記スロット（２１）が、鉛直方向に並んでいることを特徴とする、請求項１から請求
項３までのいずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項５】
　前記スロット（２１）の長さ対幅の比が、２～８であることを特徴とする、請求項１か
ら請求項４までのいずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項６】
　前記隆起（２２）が、好ましくは、前記スクリーン・ドラムの前記鉛直軸線（７）に対
して角度－５～＋２０度、好ましくは＋１５度となるように配置されることを特徴とする
、請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリーニングす
る装置。
【請求項７】
　上下に並んで配置された前記スロット（２１）が、鉛直方向のスロット列を形成し、前
記スロットの端部が、前記隆起（２２）に平行な線を形成することを特徴とする、請求項
６に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項８】
　前記鉛直方向のスロット列（１１）の各スロット（２１）は、鉛直方向のスロット列内
の各スロットが１列置きに同じ水平方向線、すなわち第１の水平方向線群（１２ａ）に位
置するように水平方向に配置され、かつ、スロット列内の各スロットが１列置きに第２の
水平方向線群（１２ｂ）に位置するように配置されることを特徴とする、請求項１から請
求項７までのいずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項９】
　前記スクリーニング表面（２０）の前記外面は、スロット領域の上下に並んで配置され
た前記スロット間にも１つ又は複数の隆起（２５）が設けられるように形成されることを
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特徴とする、請求項６又は請求項７に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項１０】
　前記外形が、前記スクリーニング表面の平面に対してある角度を有する前面（２９）及
び後面（３１）と、場合によっては前記前面と前記後面との間に、前記プレートの前記平
面に実質的に平行な表面（３０）とを有する隆起（２２、２５）により形成されることを
特徴とする、請求項１から請求項９までのいずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリ
ーニングする装置。
【請求項１１】
　流れを受ける前記隆起の前記前面（２９）が後方に傾斜し、すなわち前記前面が前記ス
クリーニング表面の平面から立ち上がり、前記後面（３１）が垂直であることを特徴とす
る、請求項１０に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項１２】
　前記隆起の前記前面（２９）が前記スクリーニング表面の平面に垂直であり、前記後面
（３１）が下がっていることを特徴とする、請求項１０に記載された繊維懸濁液をスクリ
ーニングする装置。
【請求項１３】
　前記隆起の前記前面及び前記後面が、傾斜していることを特徴とする、請求項１０に記
載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項１４】
　１つのスロット列（１１）内の上下に並んで配置された前記スロット（２１’、２１”
）の、前記ドラムの回転方向（２４）に対する前記長手方向（２３）の位置／角度は、前
記ドラム軸線に沿って変化していることを特徴とする、請求項１から請求項１３までのい
ずれか一項に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【請求項１５】
　前記スロット列内のスロット（２１”）の前記長手方向の位置が、上に位置する、又は
下に位置するスロット（２１’）の前記長手方向の位置よりも傾斜していることを特徴と
する、請求項１４に記載された繊維懸濁液をスクリーニングする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化学パルプ及び製紙産業において繊維及び類似物をスクリーニングする装置
、とりわけノット（節）、石、及び他の固体粒子等の粗粒子を繊維懸濁液から分離する粗
選スクリーニング用の装置に関するものである。本発明は、回転スクリーン・ドラムを有
する装置に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　木材パルプ選別機の処理では、スクリーンを用いて、懸濁液中の許容される繊維を望ま
しくない物質から分離する。通常のスクリーン構造は、繊維懸濁液用の供給導管を有する
。繊維懸濁液は、木材チップの蒸解によって、又は二次パルプ繊維を得る解繊機で生成さ
れたものでよい。懸濁液には、ノット、スライバ（篠）、樹皮粒子、土砂、金属粒子、及
び他の望ましくない物質が含まれ得る。
【０００３】
　ケーシングのスクリーン内側では、繊維懸濁液が、プレート又はバスケットとしばしば
呼ばれる円筒形スクリーン付近を流れ、許容される繊維片、すなわちアクセプト（ａｃｃ
ｅｐｔ）がそのスクリーン・プレートを通過し、一方リジェクト（ｒｅｊｅｃｔ）は、ス
クリーン・プレートの第１の側に留まり、ケーシングのリジェクト開口から排出される。
円筒形状のスクリーン・プレート、すなわちスクリーン・ドラムが回転すると、繊維懸濁
液が、スクリーン・プレートの表面を通過する繊維懸濁液の流れを強めるための衝撃要素
又は乱流要素を通り越し、したがってスクリーニングも促進される。スクリーン・プレー
トは、スクリーニング工程に適した寸法を有する孔又はスロットの開口を有する。スクリ
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ーン・プレート開口の寸法は、許容された繊維がスクリーニング表面を通過し、望ましく
ない物質の通過が阻止されるように適したものでなければならない。
【０００４】
　欧州特許出願公開第２７５９６７号（ＦＩ７６１３９）には、ノットを分離する方法及
び装置が示されている。ここでは概ね低いレベルのＭＣ濃度（６～８％）が実現されてい
る。使用可能な濃度範囲の拡大は、スクリーニング表面の外形を適切に寸法設定及び設計
し、且つスクリーン・ドラムの回転速度とパルプの供給速度とを最適化することによって
実現される。この公開公報に記載の装置では、ドラムの回転方向は、パルプの供給方向と
同じであり、リジェクト排出方向もドラムの回転方向と同じである。更に、このスクリー
ン・ドラムは、ドラム外面のスクリーン開口間に隆起が設けられるように外形が形成され
、これらの隆起は、ドラム外面から傾斜位置に立ち上がる前面と、外面に実質的に垂直な
後面とを備える。隆起のドラム軸線に対する傾斜角度は、－４５～＋４５度である。ドラ
ムにある開口は、孔又はスロットでよいが、通常は、この種のスクリーンのスクリーニン
グ表面には丸孔が設けられ、その直径は、用途の目的に応じて５～１５ｍｍの範囲で変動
できる。
【０００５】
　欧州特許第ＥＰ１３５７２２２号（米国出願公開第２００４００４０３２号）には、固
定スクリーン・ドラムを有する、繊維懸濁液用の精選スクリーンが記載され、このドラム
内側では、ブレード部材が回転して、スクリーニング表面を清浄にしている。このスクリ
ーニング表面には、幅１～８ｍｍ、長さ対幅の比が２～２０の細長い開口が設けられてい
る。この発明の目的は、アクセプト中の長繊維の比率を増大させることである。米国特許
第４９０４１７号にも、固定スクリーン・ドラムを有するスクリーンが示されている。ス
クリーニング表面にあるスロットは互いに平行であるが、ドラム軸線に対して傾斜させる
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２７５９６７号明細書
【特許文献２】欧州特許第１３５７２２２号明細書
【特許文献３】米国特許第４９０４１７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、従来よりもエネルギー効率の良い形で、高濃度（６％超までにも）に
達することができる、粗選スクリーン用の回転スクリーン・ドラムを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明は、繊維懸濁液をスクリーニングする装置、とりわけノット等の粗粒子を除去する
粗選スクリーニング用の装置に係るものである。この装置は、ケーシングと、繊維懸濁液
用の供給導管並びにリジェクト用及びアクセプト用の出口導管と、ケーシング内で鉛直方
向のシャフト（７）の周りで回転できるように配置され、アクセプト部分が流れる開口（
２１）が設けられたスクリーニング表面（２０）を有するスクリーン・ドラム（５）とを
備える。この装置の供給導管及び出口導管は、繊維懸濁液がケーシングとスクリーン・ド
ラムとの間にある空間に供給され、アクセプト部分がスクリーン・ドラムの内側から排出
されるように配置される。本発明によれば、スクリーニング表面にある開口はスロットで
あり、これらのスロットでは、ドラムの回転方向に対する長手方向の向きは－４０度～＋
４０度であり、スロットの長さ対幅の比は１．０５～１０であり、このスロットはスロッ
ト列を形成し、スクリーニング表面の外面が、スロット列同士の間に隆起が設けられるよ
う外形が形成される。
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【０００９】
　好ましい実施例によれば、開口の長手方向の向き／長手方向軸線は、ドラムの回転方向
に対して－３０～＋３０度、好ましくは－１５～＋１５度である。好ましい実施例によれ
ば、開口の長手方向が延びる向きは、実質的にドラムの回転方向と同じであり、すなわち
スクリーン・ドラムの長手方向軸線に垂直である。
【００１０】
　スロットは、長方形又は楕円形である。スロット端部の縁は、角形又は丸形である。通
常、スロットは細長い。幅は、通常は４～１２ｍｍである。スロットの長さ対幅の比は１
．０５～１０、好ましくは２～８である。
【００１１】
　スロットは、ドラムの軸線方向に上下に並んで配置され、それによってスロット列／ス
ロット領域が形成され、これらのスロット列／スロット領域は、ドラムの円周方向に互い
に間隔を置いて配置される。通常は、鉛直方向のスロット列は傾斜して配置される。
【００１２】
　好ましい実施例によれば、ドラムのスクリーニング表面の外面は、スロット列／スロッ
ト領域同士の間に隆起が配置されるように形成される。外面とは、繊維懸濁液が供給され
、アクセプト部分が開口を通過して他方側の面に流れ、リジェクト部分がそこに留まるド
ラム側面を指す。好ましくは隆起は、ドラムの鉛直方向軸線に対して角度－５～＋２０度
、通常は１５度となるように配置される。ドラム鉛直方向軸線に対する鉛直方向スロット
列の線は、スロットの端部が隆起に対して実質的に平行な線を形成するように、すなわち
、通常はドラム鉛直方向軸線に対して傾斜した位置となるように変化させることができる
。
【００１３】
　この外形は、スクリーン表面の平面に対してある角度をなす前面及び後面と、場合によ
っては前面と後面との間のプレート平面に実質的に平行な表面とを有する隆起により形成
される。隆起の傾斜角度、回転方向に対する傾斜の向き、ドラムの回転速度、及び隆起前
面の立ち上がり角度によって、最終的に得られる分離（アクセプト／リジェクト）に応じ
てパルプ循環時間及び乱流を最適化することが可能となる。流れを受ける隆起の前面が後
方に傾斜し、すなわち前面がスクリーニング表面の平面から立ち上がり、後面が垂直であ
る場合、スクリーニング表面にある開口を均等に通過して流れる流動が得られる。この流
動によって、ある状況下で生じることのある懸濁液の流れが逆方向に乱れることがなくな
る。一具体例によれば、隆起の前面は、スクリーン表面の平面に垂直でもよく、したがっ
て後面が下がっていてもよい。その場合、前面は流れに逆らい、流れを混ぜ、それによっ
てスクリーニング表面を通過する流れが増大し、したがって装置の生産能力が増大するが
、それと同時に分離能力は低減する。隆起の前面及び後面は、対称的に傾斜させることも
できる。
【００１４】
　本発明の好ましい具体例によれば、隆起は、上下に並んで配置されたスロット間にも隆
起が設けられるように、スロット領域にも配置される。したがって、その場合、その外形
は、隆起の列がスロットによって途切れた形となる。スロット領域には、上記のように形
成された１つ又は複数の構造を設けることができ、これらの構造は、ドラムの鉛直方向軸
線に対して、スロット列／スロット領域、及びスロット列／スロット領域間にある構造と
同じ傾斜角度を有する。すなわち、隆起はスロット列に平行となる。
【００１５】
　一具体例によれば、鉛直方向のスロット列の各スロットは、スロット列の各スロットが
１列置きに同じ水平方向線、すなわち第１の水平方向線群に位置するように水平方向に配
置され、かつスロット列の各スロットが１列置きに第２の水平方向線群に位置するように
配置される。
【００１６】
　本発明の好ましい具体例によれば、１つのスロット列に配置された各スロットの、ドラ
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ムの回転方向に対する長手方向の位置／角度は、ドラム軸線に沿って上から下に変わって
いく。最上スロットの長手方向の向きは、ドラムの回転方向に平行である。他方、下にあ
るスロットの長手方向の向きは、ドラムの回転方向におけるスロット前端から下方に傾斜
し、したがって（ドラムの回転方向における）スロット前端は、その後端よりも上に位置
する。通常、下にあるスロットは、上にあるスロットよりも下方に傾斜している。下にあ
るスロットの傾斜角度は、１～５度、通常は２～４度大きい。別の具体例によれば、最上
スロットの長手方向の向きはやはり、ドラムの回転方向に平行であるが、後続の下にある
スロットは、回転方向に対して上方に傾斜し、したがってドラムの回転方向における前記
スロット前端は、その後端よりも下に位置する。したがって、次に下にあるスロットの後
端は、その上にあるスロットよりも大きく上方に傾斜している。下にあるスロットの傾斜
角度は、１～５度、通常は２～４度大きい。これらの具体例では、上下に並んで配置され
た２つのスロットは、実質的に平行でよいが、１つのスロット列にあるスロットの大部分
を、互いに異なる傾斜角度で配置することが適切である。
【００１７】
　本発明の好ましい具体例によれば、１つのスロット列にある各スロットの、回転方向に
対する長手方向の位置／角度は、ドラム軸線に沿って下から上に変わっていき、最下スロ
ットの長手方向の向きは、ドラムの回転方向に平行であるが、その上に位置するスロット
は、回転方向に対して傾斜している。したがって、次に上にあるスロットは、上方に傾斜
させることができ、したがってドラムの回転方向におけるスロット前端は、そのスロット
後端よりも下に位置する。通常、上にあるスロットは、下にあるスロットよりも傾斜して
いる。上にあるスロットの傾斜角度は、１～５度、通常は２～４度大きい。本発明の好ま
しい具体例によれば、上にあるスロットを、ドラムの回転方向におけるスロット前端が、
そのスロット後端よりも上に位置するように、同様に傾斜させてもよい。その場合、スロ
ットは、回転方向に対して下方に傾斜することになる。これらの具体例では、最下にある
２つのスロット等、上下に並んで配置された２つのスロットは実質的に平行でよいが、１
つのスロット列にあるスロットの大部分を、互いに異なる傾斜角度で配置することが適切
である。
【００１８】
　傾斜が下方に向く上記の具体例では、装置の生産能力が増大し、濃度もより大きくなる
。傾斜が上方に向く場合、装置の分離能力が増大し、すなわちより清浄なアクセプトが得
られる。
【００１９】
　本発明の具体例による装置によれば、繊維懸濁液から、従来よりも効率良く、且つより
高い濃度（６％超までも）で、ノット及び類似物等の粗粒子を分離することが可能となる
。スロットが細長いため、スロットの「放出力（ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）」が適切に大き
いままとなるので、スクリーン・ドラムの速度を増大させることができる。高速化によっ
て、より高い濃度が可能となる。スクリーニング表面に丸孔が設けられる場合、上限速度
により早く達することになり、速度が増大すると、孔の放出力が低減するため、孔がより
早く詰まることになるからである。本発明の具体例による装置では、通常は、回転速度の
低減、又は生産能力の増大のため、スクリーニングがよりエネルギー効率良く行われる。
【００２０】
　添付の図面を参照しながら、本発明の単なる一例をより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による装置の概略側面図。
【図２】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図３ａ】別の実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図３ｂ】別の実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図４】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図５】実施例によるスクリーニング表面をまっすぐにした断面図。
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【図６ａ】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図６ｂ】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図６ｃ】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【図６ｄ】実施例によるスクリーニング表面の上面図。
【実施例】
【００２２】
　図１は、本発明の好ましい実施例によるスクリーンを示す図である。このスクリーンは
、繊維懸濁液入口導管２、アクセプト出口導管３、及びリジェクト出口導管４が連結され
た実質的に円筒形の外側ケーシング１と、スクリーン・ドラム５と、スクリーン・ドラム
５の内側にあり、スクリーン・ドラムの表面付近に延在する１つ又は複数の固定ブレード
６とを備える。回転スクリーン・ドラム５は、例えばベルト駆動体（図示せず）によって
機能するシャフト７に、実質的に公知の手法で取り付けられている。スクリーン・ドラム
５と外側ケーシング１との間にある空間８は環状形状になっている。上述の導管２及び４
は、環状空間の外側ケーシング１に連結されている。繊維懸濁液は、空間８に供給され、
スクリーニング表面を通過して流れたアクセプトは、スクリーン・ドラムの内部から排出
される。ブレード６は、アーム９によって固定フレーム１０に取り付けられ、この固定フ
レーム１０は、軸受を介してシャフト７を支持する。ブレード６は、ドラム５の内側に配
置される。ここで、前記ブレードは、ドラム５に対して正又は負の適切な衝撃を与え、そ
れによってドラムのスクリーニング表面を清浄にしている。
【００２３】
　図２は、好ましい実施例によるスクリーニング表面形状をまっすぐにした図を示す。プ
ロファイル・プレート２０は、開口２１、及び開口２１間にあるプロファイル２２で形成
されている。図から分かるように、本発明による開口２１は、スロットである。スロット
の形は長方形であり、スロット端部の縁は、角形又は丸形とすることができる。スロット
の長さＬ対幅Ｗの比は、用途の目的に依存して１．０５～１０、好ましくは２～８である
。幅Ｗは、通常は４～１２ｍｍである。この実施例では、スロット２１の長手方向の向き
２３は、ドラム５の回転方向２４に平行である。
【００２４】
　スロットは、ドラム軸線方向に上下に配置され、スロット列／スロット領域１１は、ド
ラムの円周方向に間隔を置いて形成されている。隆起２２、及び鉛直方向のスロット列は
、ドラムの鉛直方向軸線に対して位置合せされておらず、傾斜した列である。隆起及びス
ロット列は、ドラムの鉛直方向シャフト７に対して角度－５～＋２０度、通常は１５度、
すなわち角度βをなしている。
【００２５】
　鉛直方向のスロット列１１の各スロットは、水平方向に平行な列を形成するように水平
方向に配置できる。図２は、鉛直方向のスロット列１１の各スロット２１が、スロット列
の各スロットが１列置きに同じ水平方向位置に位置するように水平方向に配置された代替
実施例を示す。したがって、鉛直方向のスロット列の各スロットは、鉛直方向のスロット
列１１の各スロットが１列置きに同じ水平方向位置、すなわち第１の水平方向線群１２ａ
に位置するように、かつ、スロット列の各スロットが１列置きに第２の水平方向線群１２
ｂに位置するように水平方向に配置される。
【００２６】
　図３では、スロット２１の長手方向／長手方向軸線２３は、ドラムの回転方向２４に対
して角度αをなし、この角度は、－４０～＋４０度である。角度αは、図３ａでは約＋２
５度であり、図３ｂでは約－２４度である。
【００２７】
　図４は、プレート２０の外面形状を示す。このスクリーニング表面は、隆起２２と、隆
起２２同士の間の平面部分２６とを有するプレートで形成されているとみなすことができ
、平面部分２６には、機械加工された開口２１が設けられている。図４の実施例では、隆
起がスロット領域に更に設けられ、隆起２５は、上下に並んで配置されたスロット間に配
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置されている。したがって、その場合、その形状は、隆起の列がスロットによって途切れ
た形となる。スロット領域には、上記のように形成された１つ又は複数の形状を形成でき
、これらの形状は、好ましくは、ドラム鉛直方向軸線に対して、スロット列／スロット領
域１１、及びスロット列／スロット領域１１同士の間にある形状体２２と同じ傾斜角度で
ある。
【００２８】
　図５ａ及び図５ｂは、スクリーニング表面形状をまっすぐにした断面図を示す。プレー
ト２０の内面２７は、開口を除いて平坦である。図５ｂでは、プレート２０の外面の隆起
２２は、プレート２０の平面２８からある角度で立ち上がった前面２９と、プレート２０
の平面２８に実質的に平行な表面３０と、プレート２０の平面２８に実質的に垂直な後面
３１と、平面２８の開口２１間にある部分２６とから形成されている。他方、スクリーン
・プレートは、前記部分２９、３０、及び３１から形成された隆起２２と、機械加工され
た開口２１を備えた、隆起２２同士の間の平面部分２８とを備えたプレートにより形成さ
れるとみなすことができる。図５ａの実施例では、前面２９がプレートの平面２８に垂直
であり、後面が傾斜している。
【００２９】
　流れを受ける外面の隆起の前面が後方に傾斜し、すなわち前面がスクリーニング表面の
平面から立ち上がり、後面が垂直である場合（図５ｂ）、この傾斜した前面は、ドラムに
入るパルプを、例えばその速度を加速する目的で受けることになるが、いずれにせよスク
リーニング表面にあるスクリーニング表面開口を均等に流れる流動が得られる。この流動
によって、ある状況下で生じることがある懸濁液の流れが逆方向に乱れることがなくなる
。隆起の前面が、スクリーニング表面の平面に垂直であり、隆起の後面が下がっている場
合（図５ａ）、前面は流れに逆らい、流れを混ぜ、それによってスクリーニング表面を通
過する流れが増大し、したがって装置の生産能力が増大する。
【００３０】
　隆起２２は、ドラム軸線、およびドラムの回転方向に対して幾分傾斜していることが図
２～図４から分かる。隆起の傾斜角度、回転方向に対する傾斜の向き、ドラムの回転速度
、及び隆起の部分２９の立ち上がり角度によって、最終的に得られる分離に応じてスクリ
ーン中でのパルプ循環時間を最適化することが可能となる。隆起２２の向きは、隆起２２
がスクリーン・ドラム５上で後方に傾斜している場合、隆起２２によって、繊維懸濁液が
スクリーン・ドラムの上方に持ち上がる傾向が生じる。それによって、スクリーン中で繊
維懸濁液が循環する時間が増大し、分離がより正確となり、リジェクト量が減少し、アク
セプト量が増大するという効果を有する。他方、隆起が前方に傾斜している場合、循環時
間が減少し、生産能力が増大する。前記要因に加えて、スクリーン・ドラムの高さもやは
り、動作速度、傾斜角度等に影響を及ぼす。
【００３１】
　図６の実施例によれば、１つのスロット列にある各スロット２１の、ドラムの回転方向
２４に対する長手方向の向き２３の位置は、ドラムのシャフト７に沿って見て上から下に
変わっていく（図６ａ）。最上のスロット２１’の長手方向の向きは、ドラムの回転方向
に平行（すなわち、ドラム軸線に対して垂直）である。次に下にあるスロット２１”の長
手方向の向きは、ドラムの回転方向におけるスロット前端３２から（ドラム軸線に対して
）傾斜し、したがって（ドラムの回転方向における）スロット前端３２は、その後端３３
よりも上に位置している。したがって、次に下にあるスロットは、上にあるスロットより
も下方に傾斜している。下にあるスロットの傾斜角度は、通常は１～５度、通常は２～４
度大きい。この種の実施例では、スロットの向きの変化は、上から下へと下がっていくと
考えることができる。別の実施例（図６ｂ）によれば、最上スロットの長手方向の向きは
、ドラムの回転方向に平行であるが、後続の下にあるスロットは、回転方向に対して上方
に傾斜し、したがってドラムの回転方向における前記スロット前端３２’は、その後端３
３’よりも下に位置している。したがって、次に下にあるスロットの後端は、その上にあ
るスロットよりも大きく上方に傾斜している。下にあるスロットの傾斜角度は、１～５度
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、通常は２～４度大きい。この種の実施例では、スロットの向きの変化は、上から下へと
上がっていくと考えることができる。これらの実施例では、上下に配置された２つのスロ
ットは、実質的に平行でよいが、１つのスロット列にあるスロットの大部分を互いに異な
る傾斜角度で配置することが適切である。
【００３２】
　本発明の好ましい実施例（図６ｃ、ｄ）によれば、１つのスロット列にある各スロット
の、ドラムの回転方向に対する長手方向の向きの位置／角度は、ドラム軸線に沿って見て
下から上に変わっていき、最下スロットの長手方向の向きは、ドラムの回転方向に平行で
あるが、次に上に位置するスロットは、回転方向に対して傾斜している。したがって、次
に上にあるスロットは、上方に傾斜しており（図６ｃ）、したがってドラムの回転方向に
おけるスロット前端３２”は、そのスロット後端３３”よりも下に位置している。通常は
、上にあるスロットは、下にあるスロットよりも傾斜している。上にあるスロットの傾斜
角度は、１～５度、通常は２～４度大きい。この種の実施例では、スロットの向きの変化
は、下から上に上がっていくと考えることができる。本発明の好ましい実施例（図６ｄ）
によれば、上にあるスロットを、ドラムの回転方向におけるスロット前端３２’’’が、
そのスロット後端３３’’’よりも上に位置するように、同様に傾斜させてもよい。その
場合、スロットは、回転方向に対して下方に傾斜することになる。この種の実施例では、
スロットの向きの変化は、下から上に下がっていくと考えることができる。
【００３３】
　スロットが下方に傾斜する実施例（図６ａ及び図６ｄ）では、より高い生産能力が得ら
れる。スロットが上方に傾斜する実施例（図６ｂ及び図６ｃ）では、汚染粒子が上から下
方へと流れるため、より高い清浄度が得られる。
【００３４】
　上記から明白となるように、本発明による方法及び装置によって、従来技術による装置
及び方法の欠点が解消され、したがってスクリーニング装置の生産能力を増大させること
が可能となった。しかし、上記では、本発明の最も重要な実施例のいくつかをより詳細に
説明したにすぎず、これらの実施例は、本発明の保護範囲を単独で規定する特許請求の範
囲の記載事項から本発明を限定するものではないことに留意されたい。
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